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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
三
月
十
一
日
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た

ご
父
母
（
保
護
者
）
お
よ
び
学
生
の

方
、
ま
た
被
災
地
に
所
縁
の
深
い
ご

関
係
の
会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
四
月
の
東
京
聖
栄
大

学
入
学
式
終
了
時
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
平
成
二
十
三
年
度
後
援
会
総
会
に

お
き
ま
し
て
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
柳
瀬
仁
で
す
。

　

こ
の
一
年
間
後
援
会
会
員
の
皆
様

に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
受
け
賜
わ
り

な
が
ら
大
任
を
全
う
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
平
成
十
七
年
に
発
足
し
た

後
援
会
も
早
や
七
年
目
を
迎
え
ま

す
。
後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
大

学
と
家
庭
の
連
携
を
密
に
し
て
学
生

が
充
実
し
た
学
園
生
活
を
送
れ
る
よ

う
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、
一
層
の
教
育
環
境
づ
く
り

や
、
管
理
栄
養
士
取
得
へ
の
支
援
、

教
職
員
の
研
究
助
成
を
図
る
べ
く
支

援
活
動
、
大
学
と
の
共
催
の
保
護
者

会
、
会
報
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

震
災
の
影
響
で
卒
業
式
が
出
来
な

い
な
か
、
三
期
生
が
社
会
に
巣
立
っ

て
行
き
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を

祈
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
と
し
て
後

輩
達
の
よ
き
見
本
と
な
っ
て
頂
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
東
京
聖

栄
大
学
の
よ
り
一
層
の
ご
発
展
を
祈

念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
保
護
者
会（
予
告
）

　

今
年
度
の
後
援
会
・
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
を
、十
月
一
日
（
土
）

に
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

お
忙
し
い
中
、
保
護
者
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ご
子
息
、
ご
息
女

の
学
内
で
の
様
子
や
、
就
職
の
展
望

も
含
め
て
ご
報
告
と
学
年
担
任
と
の

懇
談
を
予
定
し
て
お
り
、
本
学
の
教

育
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
一
層
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

保
護
者
会
終
了
後
は
、
本
学
多
目

的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
後
援
会
主
催

の
教
員
と
の
情
報
交
換
会
を
十
五
時

十
分
か
ら
十
六
時
四
十
分
ま
で
の
予

定
で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。総

会
・
役
員
会
報
告

　
役
員
会
報
告

　

二
月
二
十
六
日
（
土
）
四
役
会
、

三
月
十
九
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体

会
が
夫
々
開
催
さ
れ
た
。

　

先
ず
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査

報
告
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

同
報
告
は
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業

計
画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
進
級
す
る
一
部
の
役
員
の

方
の
二
十
三
年
度
留
任
が
決
定
。

　

総
　
会

　
四
月
二
日
（
土
）
の
大
学
入
学
式

当
日
、
本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
於

い
て
、
ご
父
母
（
保
護
者
）
多
数
の

出
席
を
得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選

任
・
委
嘱
さ
れ
た
新
役
員
の
方
々
の

ご
紹
介
の
後
、
新
会
長
に
は
柳
瀬
仁

氏
が
選
任
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度

役
員
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

平成23年度後援会役員紹介
会　　長	 ４NA	 柳　瀬　　　仁
副 会 長	 ４NB	 高　木　善　繁
副 会 長	 １NB	 村　本　光方一
副 会 長	 １FA	 日下部　　　泉
会計監査	 ４FA	 金　原　　　充
会計監査	 ４FA	 金　井　しづ江
会計監査	 ２NA	 小　柳　利　恵
会　　計	 ３NB	 篠　田　恒　夫
会　　計	 ２NB	 土　屋　和　夫
会　　計	 １FB	 栗　橋　美　子
役　　員	 ４NB	 齊　藤　ひろみ
役　　員	 ４NB	 中　村　千　春
役　　員	 ４NB	 伴　　　　　信
役　　員	 ４NB	 渡　邊　浩　美
役　　員	 ４FA	 木　口　尚　美
役　　員	 ３NA	 川　島　久美子
役　　員	 ３NA	 滝　田　佐代子
役　　員	 ３NA	 平　塚　三　鈴
役　　員	 ３NB	 堀　越　一　仁
役　　員	 ３FA	 東　　　芙三子
役　　員	 ２NA	 赤　熊　弥　生
役　　員	 ２NA	 大　森　　　徹
役　　員	 ２NB	 中　嶋　悦　子
役　　員	 ２NB	 三　芳　達　也
役　　員	 ２FB	 山　崎　　　誠
役　　員	 １NA	 石　黒　美　乃
役　　員	 １NA	 高　橋　順　子
役　　員	 １NB	 久　河　文　江
役　　員	 １NB	 平　川　真　弓
役　　員	 １FA	 下　埜　義　治
役　　員	 １FB	 根　岸　美枝子
	 	 〈敬称略〉

昨年度の保護者会
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本
学
科
で
は
、
こ
の
三
月
に
三
期

生
を
送
り
だ
し
、
四
月
に
は
平
成
二

十
三
年
度
入
学
生
を
七
期
生
と
し
て

新
た
に
迎
え
た
。
三
期
生
に
お
い
て

は
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
卒
業
生

の
七
四
％
が
栄
養
関
連
業
務
に
就
職

し
た
。
ま
た
三
期
生
の
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
の
合
格
率
は
、
東
日
本
大

震
災
の
直
後
に
も
関
わ
ら
ず
、
前
回

よ
り
も
十
四
ポ
イ
ン
ト
高
い
八
二
・

三
％
を
獲
得
し
た
。
こ
の
合
格
率
は

全
国
の
管
理
栄
養
士
養
成
大
学
の
平

均
合
格
率
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、

免
許
を
手
に
す
る
こ
と
の
絶
対
的
な

優
位
性
の
再
認
識
と
初
志
貫
徹
の
決

意
を
結
果
で
示
し
た
学
生
個
々
人
に

大
き
な
拍

手
を
お
く

り
た
い
と

思
う
。

　

後
輩
達

も
こ
れ
を

目
標
に
頑

張
っ
て
ほ

し
い
も
の

だ
が
、
特 管

理
栄
養
学
科

管
理
栄
養
士
国
家
試
験

合
格
率
上
昇

管
理
栄
養
学
科
長
　
阿
左
美
章
治

に
学
習
に
関
し
て
は
一
年
次
生
か
ら

の
地
道
な
取
り
組
み
が
大
切
で
あ

る
。
今
年
度
は
、
震
災
の
影
響
も
あ

り
、
新
入
生
研
修
会
を
学
内
で
四
月

に
実
施
し
、「
管
理
栄
養
士
を
目
指

す
本
学
科
生
に
な
る
に
は
？
」
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
基
本
の
重
要
性

を
確
認
し
あ
っ
た
。
夏
期
休
暇
中
、

一
、
二
年
次
生
は
休
暇
の
課
題
に
精

を
出
し
、
三
年
次
生
は
臨
地
実
習
が

ス
タ
ー
ト
し
、
就
職
活
動
も
始
動
し

て
い
る
。
四
年
次
生
の
多
く
は
暑
さ

を
押
し
て
登
校
し
、
仲
間
を
講
師
に

勉
強
会
を
開
く
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、

対
策
勉
強
を
着
々
と
進
行
さ
せ
て
い

る
。

　

今
年
度
以
上
の
成
果
を
上
げ
る
べ

く
国
試
対
策
室
、
学
年
担
任
、
学
科

教
職
員
と
が
連
携
を
密
に
取
り
合

い
、
対
面
指
導
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

食
品
学
科
に
は
、
今
明
る
い
展
開

が
広
が
っ
て
い
る
。
朗
報
の
第
一

は
、
定
員
を
超
え
た
新
入
生
を
迎
え

た
こ
と
。
開
学
以
来
、
学
科
初
の
達

成
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
導
い
た

力
は
、
何
と
い
っ
て
も
卒
業
生
の
社

食
品
学
科

第
二
の
黎
明

食
品
学
科
長
　
丸
井
　
正
樹

会
で
の
活

躍
と
後
援

会
の
温
か

い
支
援
、

そ
し
て
職

員
の
地
道

な
努
力
で

あ
る
。
加

え
て
、
誠

実
な
教
育
姿
勢
も
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
が
、
学
生
数
が
増
え
て
も
一
人

一
人
に
対
す
る
教
育
が
薄
ま
ら
ぬ
よ

う
に
気
を
引
き
締
め
た
い
。
こ
の
明

る
い
兆
し
を
機
に
、
学
科
内
の
教
育

方
針
に
関
す
る
議
論
が
さ
ら
に
活
発

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
望
ま
し
い

こ
と
で
あ
り
、
第
二
の
朗
報
と
い
え

る
。
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
や
時
間
割
編

成
な
ど
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
、
機
能
的
な
体
制
が
構
築
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
学
生
た
ち
の
勉
学
の

場
を
整
え
る
斬
新
な
構
想
も
溢
れ
て

お
り
、
学
科
内
で
の
積
極
的
な
討
議

が
期
待
さ
れ
る
。
食
品
微
生
物
検
査

技
士
、
検
査
分
析
士
な
ど
の
品
質
管

理
の
分
野
で
役
立
つ
で
あ
ろ
う
新
た

な
認
定
資
格
の
導
入
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。
次
回
の
後
援
会
会
報
に
は
、

堅
実
に
進
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
改

善
策
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　

六
月
九
日
に
福
澤
理
事
長
・
学
長

等
大
学
側
代
表
者
と
学
友
会
役
員
等

学
生
代
表
者
に
よ
る
『
学
生
と
の

意
見
交
換

会
』
が
行

わ
れ
、
多

数
の
意
見

が
出
さ
れ

た
。
今
後

出
来
る
限

り
対
応
す

る
よ
う
検

討
を
し
て

い
る
。

　

ま
た
、学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
を
対
象
と
し
た
講
座
等
を
多
数

実
施
し
て
い
る
。

　

六
月
十
五
日
に
、
農
林
水
産
省
大

臣
官
房
政

策
課
の
山

口
上
席
企

画
官
を
お

招
き
し
、

『
農
林
水

産
省
特
別

講
演
会
』

を
実
施
し

た
。

　

本
学
四
年
次
生
の
内
定
状
況
（
八

月
末
現
在
）
は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同

率
の
三
七
・
六
％
（
昨
年
度
比
プ
ラ

ス
一
・
〇
ポ
イ
ン
ト
）
で
あ
る
。
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
年
次
生

向
け
就
職
対
策
講
座
を
今
後
も
継
続

実
施
す
る
。
厳
し
い
状
況
下
に
お
い

て
就
職
活
動
を
行
う
学
生
の
、
今
後

の
検
討
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、

三
年
次
生
の

就
職
活
動
は

十
二
月
よ
り

本
格
開
始
と

な
る
。
関
係

者
の
ご
協
力

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

意
見
交
換
会
・
講
座

就
職
内
定
状
況

　

六
月
二
十
四
日
に
は
、
全
学
的
に

実
施
し
て
い
る『
マ
ナ
ー
向
上
運
動
』

の
一
環
と
し
て
、
新
入
生
を
対
象
に

「
マ
ナ
ー
講
座
」
を
開
催
し
た
。



［３］　平成 23年 10月１日	 東京聖栄大学後援会会報	 第 50号

　

四
月
十
三
日
、「
学
友
会
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
の
選
出
や
新

年
度
の
行
事
予
定
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
新
入
生

歓
迎
会
」
で
は
、
本
学
非
常
勤
講
師

（
現
特
任
教
授
）・
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
包
装
設

計
研
究
所
所
長
の
佐
々
木
敬
卓
氏
に

よ
る
『
食
品
・
包
装
と
表
示
と
私
た

ち
』
と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ

た
。
食
品
表
示
に
お
け
る
言
葉
の
工

夫
や
活
用
に
つ

い
て
身
近
な
も

の
を
例
と
し
て

説
明
さ
れ
、
学

生
も
興
味
を

持
っ
て
話
を
聞

い
て
い
た
。

●
体
育
祭

　

当
初
五
月
二
十
七
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
雨
天
の
た
め
順
延
と
な

り
、
六
月
三
日
に
本
学
第
一
グ
ラ
ウ

●�

学
友
会
へ
の
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン

タ
ー
の
寄
贈

　

学
友
会
が
使

用
す
る
パ
ソ
コ

ン
二
台
と
プ
リ

ン
タ
ー
一
台
を

寄
贈
し
た
。

　

学
友
会
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

の
書
類
作
成
や
企
画
書
作
成
な
ど
に

使
用
し
て
い
る
。

●
ス
タ
ン
ド
パ
ネ
ル

　

今
年
も
後
援
会
は
、
学
友
会
や

部
・
同
好
会
が
使
用
す
る
パ
ネ
ル
八

台
を
新
規
購
入
し
、
学
友
会
に
寄
贈

し
た
。

●
就
職
関
係

・
福
祉
施
設
情
報

　

管
理
栄
養
士
職
等
で
就
職
す
る
求

人
見
込
先
の
デ
ー
タ
と
し
て
、『
児

童
・
障
害
者
ホ
ー
ム
年
鑑
』
を
購
入

し
、
大
学
に
寄
贈
し
た
。
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
内
の
パ
ソ
コ
ン
に
て
学
生

が
自
由
に
閲
覧
加
工
で
き
活
用
さ
れ

て
い
る
。

 
後
援
会
の
寄
贈

・
食
品
会
社
デ
ー
タ

　

食
品
学
科
学
生
の
就
職
活
動
利
用

を
主
目
的
に
し
て
、『
食
品
メ
ー
カ

ー
総
覧
』（
約
三
五
〇
〇
社
）・『
全

国
食
品
工
場
総
覧
』（
約
一
七
五
〇

〇
ヶ
所
）
の
デ
ー
タ
を
大
学
に
寄
贈

し
た
。
デ
ー
タ
は
、
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
内
パ
ソ
コ
ン
に
て
学
生
が
自
由

に
閲
覧
加
工
で
き
る
。

・
就
職
関
連
図
書

　

後
援
会
で

は
、
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
就
職

閲
覧
コ
ー
ナ
ー

の
図
書
充
実
の

た
め
、
関
係
図

書
を
寄
贈
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
や
公
務
員
試
験

対
策
書
籍
な
ど
学
生
が
利
用
し
て
い

る
。

●�

学
友
会
総
会
・
新
入
生
歓
迎
会

ン
ド
（
船
橋
市
）
に
お
い
て
、
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
も
聖
栄
会
（
同
窓
会
）
か
ら

の
後
援
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
学
生
が
参
加
し
、
歓
喜
に
つ
つ
ま

れ
た
体
育
祭
と
な
っ
た
。

●
聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）
予
告

　

今
年
の
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
は
、

十
一
月
五
日
（
土
）、
六
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
。今
年
も
例
年
同
様
、

地
元
地
域
密
着
の
大
学
祭
と
し
て
、

葛
飾
区
の
後
援
、
地
元
地
域
の
協
力

等
を
得
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ

ｈ
＆
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
～
食
事
か
ら
美

し
く
！
食
事
か
ら
健
康
に
！
～
」
に

決
定
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
部
・
同
好
会
活
動

　

現
在
の
学
友
会
の
認
可
団
体
は
、

部
が
八
団
体
（
体
育
系
：
四
団
体
、

文
化
系
：
四
団
体
）、
同
好
会
が

十
二
団
体
（
体
育
系
：
七
団
体
、
文

化
系
：
五
団
体
）
の
計
二
十
団
体
で

あ
る
。
ど
の
団
体
も
熱
心
に
活
動
を

し
て
お
り
、
他
学
年
の
学
生
と
交
流

を
持
つ
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
団
体

に
は
、
今

年
度
も
引

き
続
き
大

学
関
係
行

事
等
へ
の

参
加
協
力

等
が
期
待

さ
れ
る
。

●
東
京
消
防
庁
よ
り
感
謝
状
を
受
賞

　

東
京
消
防
庁
救
急
部
長
よ
り
、
多

年
に
わ
た
り
救
急
業
務
へ
の
充
実
発

展
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
感
謝
状
を
受
賞
し
た
。

　

本
学
は
、
平
成
十
八
年
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
、
以
後
、
毎
年
Ａ
Ｅ
Ｄ
操

作
を
含
め
た
「
普
通
救
急
講
習
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
ま

で
に
延
べ

一
三
九
人

の
学
生

が
「
救
命

技
能
認
定

証
」
を
交

付
さ
れ
て

い
る
。

学
友
会
活
動
報
告

大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
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副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長
　
日
下
部
　
泉

　
挨
拶
の
大
切
さ

　

挨
拶
は
、
人
と
し
て
必
要
で
大
切

な
物
で
あ
る
。「
親
し
き
仲
に
も
礼

儀
あ
り
」
と
言
う
。
例
え
家
族
、
友

人
で
あ
っ
て
も
、
礼
は
不
可
欠
で
あ

る
。
朝
、
顔
を
合
わ
せ
て
「
お
早
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
え
ば
、
お
互
い

気
持
ち
よ
く
、
話
の
き
っ
か
け
に
も

な
る
。
今
、
挨
拶
の
で
き
な
い
人
が

多
い
。
大
切
な
門
出
で
「
礼
儀
知
ら

ず
、
非
常
識
」
と
言
わ
れ
、
躓
く
事

に
な
る
。
学
校
で
部
活
動
を
し
た
人

が
割
合
に
社
会
に
馴
染
む
の
は
、
挨

拶
、
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
人
は
残
念
な
が
ら
教
え

ら
れ
な
い
と
解
ら
な
い
。だ
か
ら「
氏

よ
り
育
ち
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

親
、
教
師
が
模
範
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
礼
儀
は
形
が
伴
っ
て
初

め
て
礼
に
な
る
。「
形
か
ら
入
っ
て

心
に
至
る
」
で
あ
る
。
学
生
皆
が
、

挨
拶
を
交
わ
す
と
い
う
繰
り
返
し

で
、
礼
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。

後
援
会
副
会
長
　
村
本
光
方
一

　
学
生
の
み
な
さ
ん
に
日
本
の
将
来

を
託
す

　

後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
の

日
本
の
将
来
を
託
さ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
明
る
い
未
来
を
創
造
し
、
逞
し

く
学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

富
士
の
如
く
ド
ッ
シ
リ
と
構
え
、

何
事
に
も
揺
る
が
な
い
自
分
自
身
を

築
い
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
桜
梅
桃
李
」
と
言
う
言
葉
が
、

あ
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
に
し
か
出

来
な
い
事
が
あ
る
の
で
す
。
勇
気
を

持
っ
て
物
事
に
動
じ
な
い
人
間
に
育

ち
自
己
啓
発
に
励
ん
で
下
さ
い
。
失

敗
を
恐
れ
ず
、前
へ
前
へ
と
進
ん
で
、

大
い
な
る
明
日
に
向
か
っ
て
、前
進
。

二
年
副
担
任
　
吉
田
　
光
一
講
師

三
年
担
任
　
　
品
川
　
弘
子
教
授

三
年
副
担
任
　
植
芝
　
　
牧
准
教
授

四
年
担
任
　
　
井
筒
　
　
雅
教
授

四
年
副
担
任
　
丸
井
　
正
樹
教
授

三
年
副
担
任
　
星
野
　
浩
子
助
手

四
年
担
任
　
　
岡
田
　
　
弘
教
授

四
年
副
担
任
　
植
松
　
節
子
准
教
授

　
食
品
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任
　
　
前
田
　
宜
昭
教
授

一
年
副
担
任
　
片
山
　
佳
子
講
師

二
年
担
任
　
　
荒
木
　
裕
子
准
教
授

　
管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任
　
　
髙
橋
　
祥
子
准
教
授

一
年
副
担
任
　
橋
場
　
直
彦
准
教
授

一
年
副
担
任
　
吉
田
真
知
子
助
手

二
年
担
任
　
　
橋
場
　
浩
子
教
授

二
年
副
担
任
　
篠
原
　
尚
子
助
手

三
年
担
任
　
　
渡
辺
　
順
子
准
教
授

　

今
年
の『
聖
栄
葛
飾
祭
』で
は
、

学
生
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
関

係
の
義
援
金
募
集
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ご
来
校
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記


